












s Oliver dreaming?" Revisited:
The Mystery of Oliver Twist
Tomoya Watanabe (1)
「塔 」で語 られ る レッ ドハ ン ラハ ンの物語
西谷 茉莉子(18)
断片と連続
一 ドリア ン ・グ レイ に お け る 「時 」 ―
北澤 良子(37)
見えない人間を求めて
一 ポ ー ル ・オ ー ス タ ー City of Glass試論 ―
北爪 俊道(55)
サ ミュエ ル ・ベ ケ ッ トの seff-translation をめ ぐって





1.本 会 は京 都 大学 大 学 院 英 文 学研 究 会 と称 す る。
2.本 会 は会 員 相 互 の学 問 的 向 上 を は か る こ とを 目的 と し、随 時
会 合 を持 っ。
3.本 会 は年 一 回 、 機 関誌 『Zephyr』 を発 行 す る。 会員 は そ れ
に投 稿 す る資格 を有 し、 そ の頒 布 を受 け る。
4.本 会 は京 都 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 英 語 学 英 米 文 学 専攻 在 籍
者 有 志 、 同 出身 者 有 志 、 同聴 講 生有 志 に よ り構 成 され る。
5.京 都 大 学 大学 院 人 間環 境 学研 究 科 在 籍者 有 志 、かつ 京 大 英 文
学 会 に所属 す る大 学 院 生 、 ま た は 当 学科 を卒 業後 三 年 以 内の 有
志 、 か つ京 大英 文 学 会 員 は投 稿 資格 を有 す る もの とす る。
6.会 員 は会 費 と して年 一 定額 を納 め る。そ の金額 は会 員 聞 の 話
合 い に よ り決 定 す る。
7.会 費 の滞 納 が三 年 続 い た会 員 は、 退 会 とみ な す。
8.責 任 者 、会 計係 各 一名 、及 び編 集 者 若 干名 は会 務 を分 担 す る。
そ の任 期 は一 年 と し、選 出 は会 員 の互 選 に よる。
*本 号 か ら京 大 英 文 学 会 か らの 資金 援 助 を賜 るこ ととな り、 会則 の 一
部 を変更 いた しま した 。 英 文 学会 様 に は この場 を借 りて、 御 礼 を 申 し
上 げ ます 。
*個 人 情 報 保 護 の観 点 か ら、本 号 よ りこれ ま で の執筆 者 の 住所 記 載 を
改 め 、執 筆 者 の メー ル ア ドレス と研 究 室 の連絡 先 の記 載 の み に させ て
い た だ き ます 。 ご了 承 くだ さい。 執 筆 者 に連絡 を取 りた い 方 は 、上 記




1,投 稿 は英 語 学 英 米 文 学 に 関 す る未 発 表 論 文 に 限 る。
2.投 稿 申込 締 切 は 毎年8月 末 目とす る。
3.原 稿 締切 は11月31日 とす る。
4.原 稿 の分 量 は 、本 文 と註 を合 わ せ て 、和 文 の場 合 は400字 詰
原 稿 用 紙40枚 以 内、英 文 の場 合 は60ス トロー ク25行 で20枚
以 内 とす る。
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